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への集積が良好な6例中4例はMR以上を示した．

　まとめ　動注リザーバーより99mTc－MAAを注入した

肝への分布と治療効果は関連がみられ，これが不均等な

場合はカテ位置の変更や血行変更術を行う必要があると

思われた．

13．糖尿病患者に対する血清ミオシン測定の臨床的意義

　　の検討

　　　西巻　　博　　石井　勝巳　　依田　一重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北里大・放）

　今回われわれは，糖尿病患者において血清中の心筋ミ

オシン軽鎖1（以下，ミオシン）を測定し，潜在的な心筋

障害の有無について検討した．本院内科外来を受診した

糖尿病患者のうち無作為抽出された53例のうち，腎機

能が正常の42例について，血清ミオシン値と血清CPK

値，臨床経過を比較検討した．血清ミオシン値が高値を

示していたのは，42例中7例（16．7％）であり，このう

ち血清CPK値の高値を認めたのは2例であった．臨床

経過では7例中2例に虚血性心疾患の既往がみられた・

　糖尿病患者について血清ミオシン値を測定することは

臨床的に有意義であり，今後も経過観察して検討する必

要があると思われた．
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HSAである．

　経時的な変化を比較した結果は，不変3例，悪化5例，

改善2例であり，リンパ管の描出，鼠径リンパ節の描出，

Dermal　back　fiowなどのリンパシンチグラム上の所見

と，臨床症状はほぼ一致した．治療の指針として，リン

パ浮腫の経過を観察するのに有用と考えられる．

15．悪性膀胱褐色細胞腫の1治験例

町田　豊平

川上憲司　　森

　　　（慈恵医大・泌）

豊　　　　　（同・放）

　症例は31歳，男性．排尿痛と肉眼的血尿を主訴に

1988年8月，当院入院．膀胱鏡検査で膀胱内に充実性

の腫瘤を認め，生検にて組織学的に膀胱褐色細胞腫と診

断された．既往に何度か排尿時失神を経験していた．内

分泌学的検査で血中ノルアドレナリンの異常高値を示し，

1311・MIBGシンチグラフィで膀胱部にのみ異常集積像

を認めた．1988年9．月，膀胱全摘，リンパ節郭清および

尿路変更を行った．病理組織学的診断は，両側腸骨リン

パ節転移を伴った膀胱褐色細胞腫であった．

　1311－MIBGシンチグラフィは，褐色細胞腫の局在診断

に優れており，また治療への応用が期待される．

14．下肢浮腫に対するリンパシンチグラムによる経過観

　　察
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　リンパ浮腫に対するリンパシンチグラムはリンパ管造

影と比較して，手技的に容易で，重篤な合併症を引き起

こすこともなく，最近その重要性は増している．われわ

れは，複数回リンパシンチグラムを施行した10例につ

いて，治療前後の変化や経時的な変化について検討を加

えた．

　対象は，下肢浮腫のある14－65歳の男性5例，女性5

例で，リンパ浮腫の成因としては，一次性4例，二次性

6例であった．経過観察期間は，15日から4年である．

　使用医薬品は，9mTc－rheinium　colloidまたは99mTc一

16．前立腺癌マーカ・－PA，γSm，　PAP同時測定の臨床

　　的有用性

　　　町田　豊平　　上田　正山　　木戸　　晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　（慈恵医大・泌）

　未治療前立腺癌66例，前立腺肥大症130例でPA，

γSm，　PAPを測定し，前立腺癌の腫瘍マーカーとしての

臨床的有用性について検討した．未治療前立腺癌66例

の血清PA，γSm，　PAP値の陽性率はおのおの77％，

83％，57％で，γSmが最も高かった．病期別陽性率は

全StageでγSmの陽性率が高く，次いでPAであった．

PAP陽性でPAおよび，γSmが陰性例の例は認めず，

3マーカーとも病期の進行に伴い高値を示す傾向が見ら

れた．細胞分化度別の陽性率は3マーカーとも，高分化

型と比較し，中，低分化型で陽性率が高い傾向が見られ

た．PA，γSm，　PAP同時測定で，3マーカーとも陽性例

は37例53％，2マーカーでは14例22％，1マー…一カーで

は5例8％であった．Sensitivity，　Specificity，　EMciency

はおのおのPAは77％，82％，63％，γSmは83％，59％，
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